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構築支援事業3年間の歩み

長野県上田高等学校
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長野県上田高等学校



沿革

明治11年 上田変則中学校設立
明治33年 独立して長野県上田中学校となる

（明治32年 長野県中学校上田支校）
昭和23年 学制改革により長野県上田松尾高等学校として発足
昭和33年 長野県上田高等学校と改称
平成26年 ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）アソシエイト校に指定

長野県21世紀型教育モデル校指定
平成27年 ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）に指定
平成28年 台湾国立苗栗高級中学と姉妹校提携／

東京外国語大学と高大連携協定締結
令和２年 WWL(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアム構築支援

事業に係るカリキュラム開発拠点校指定
創立120周年（記念式典は令和５年に延期）



１主な取組の紹介
カリキュラム開発 グローバルスタディーズ

海外研修 ４つの研修
→コロナ禍でオンラインに

高校生国際会議 令和４年６月実施
ALネットワーク 初年度７校→17校

大学の先取履修 長野県立大学、信州大学
既存のプラットフォームの活用



グローバルスタディーズ
課題研究・情報スキルの育成

GS I GS II GS III

１年生全員 ２年生全員 ３年生希望者

グローバル課題やローカル課

題を題材としてSDGsについ

て学びます。県内フィールド

ワークや国際理解ワークショ

ップ等を通じて自分の研究テ

ーマを設定し、ＩＣＴ活用能

力を身につけながら自ら「課

題を発見する力」を養います

全職員が５～６人の生徒の指

導を担当します。

SDGsに関連した自己課題の

研究を進めます。英語による

授業では論理的思考を用いた

発表やディスカッションの手

法を学びます。首都圏フィー

ルドワークや台湾研修旅行等

で様々なグローバル課題の実

情を見聞したり、報告会で全

員が研究の成果をポスターセ

ッションで発信します。

2年間の課題研究の内容をさ

らに深めます。実際の政策提

言につながるよう研究を行い

、6月に行われる北陸新幹線

サミットで成果を発表し、各

地域から集まった高校生たち

と研究を共有し、意見交換を

行います。



校外での発表・イベント参加
・全国高校生フォーラム
・世界津波の日高校生サミット（新潟県）
・小布施サマースクール（HLAB OBUSE 2022）
・マイプロ長野県サミット
・G7外相会議に係るSDGs高校生ワークショップ
・WWL新潟・高校生フォーラム
・エシカル甲子園
・国際学生ゼロカーボン会議（実行委員）
・信州つばさプロジェクト
・オーストラリア科学奨学生（県代表）
・上田市SDGsスタートアップシンポジウム



海外研修
台湾研修旅⾏（２年全員） ヒューマン アクト イン マニラ

台湾と⽇本との間に共通する社会問題について、⼤
学や医療機関・地元企業などを訪問し、台湾の実情
を⾒聞したり、意⾒発表を⾏います。また現地⾼校
⽣との交流や活気ある台北の街を散策するなど、
異⽂化を体験します。

フィリピンでストリートチルドレンの⽀援を⾏って
いるＮＰＯの活動に参加し、社会における格差の現
状やフィリピン国内の社会的課題について学びます
。現地の⼦どもたちとの交流を通じて、⾃分たちに
できる⽀援の在り⽅について考えます。

ボストン スタディ プログラム カンボジア井⼾プロジェクト

ハーバード⼤学、マサチューセッツ⼯科⼤学等の学
術機関を訪れ、論理的構成によるプレゼンテーショ
ンについて学びます。世界の第⼀線で活躍する講師
との意⾒交換や⼤学寮での滞在は、多様な⽂化と
世界最⾼峰の「知」に触れる貴重な体験です。

社会の格差を⽬の当たりにした⽣徒たちが「⾃分た
ちで⾏える⽀援のかたち」を模索する中で⽴ち上げ
たプロジェクトです。カンボジアの上下⽔道インフ
ラが脆弱な地域の⼈々に井⼾を贈る資⾦を⽂化祭の
バザー等を活⽤して集め、実際に現地へ赴き井⼾を
建設します。



海外研修
台湾研修旅⾏（２年全員） ヒューマン アクト イン マニラ

ボストン スタディ プログラム カンボジア井⼾プロジェクト

コロナで
オンラインに変更



•R4年6⽉11⽇（⼟）
• 9:30~15:30
•参加者 国内外から
150名ほど

•基調講演＋分科会
•ハイブリッド開催

高校生国際会議



•＊⽣徒実⾏委員 県内８校から約50名

•＊教員サポーター 30名（ALネットワーク校から）

•＊県内からの参加者 約50名

•県外からの参加者 約20名

•国外からの参加者 約50名

参加者の概要



• 露木志奈さん
• 環境活動家
• 「Z世代が考える地球の今」

写真：東洋経済オンラインから

分科会
内容
基調講演

第１分科会 エシカル消費

第２分科会 人権

第３分科会 教育

第４分科会 環境

第５分科会 貧困

第６分科会 水・衛生




